
幕
末
か
ら
明
治
後
期

熊
川
葛
の
商
い
に
つ
い
て

平
尾
家
文
書
に
よ
る

亀

井

清
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は

じ

め

に

京
都
を
中
心
に
熊
川
葛
の
評
価
は
江
戸
時
代
か
ら

高
か
っ
た
。
そ
の
主
産
地
の
熊
川
は
若
狭
小
浜
か
ら

近
江
今
津
へ
至
る
九
里
半
街
道
の
、
中
ほ
ど
に
あ
た

る
江
若
国
境
の
宿
場
町
で
あ
っ
た
。
若
狭
湾
へ
注
ぐ

北
川
上
流
に
沿
う
村
高
一
六
四
石
余
(
正
保
郷
帳
)

の
農
山
村
で
あ
り
、
在
郷
町
で
も
あ
っ
た
。

熊
川
町
奉
行
か
ら
諸
も
ろ
の
商
い
を
許
可
き
れ
た

四
十
人
未
満
の
、
大
・
小
商
人
中
の
ひ
と
り
、
平
尾

庄
五
郎
家
保
存
の
葛
商
関
係
古
文
書
を
主
と
し
、
生

葛
・
晒
葛
売
買
の
慣
習
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
試
み

亀
井

熊
川
葛
の
商
い
に
つ
い
て

ヲ

-

3

0

J
7れ
、

ν

3 9の2

ω
熊
川
葛
と
平
尾
家
葛
関
係
文
書

さ
ら
し
く
ず

熊
川
葛
が
晒
葛
と
し
て
精
製
さ
れ
、
商
品
化
さ
れ

た
の
は
何
時
頃
で
あ
っ
た
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
全
く

不
祥
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
に
入
り
、
熊
川

宿
の
繁
栄
に
と
も
な
い
、
小
さ
な
農
家
や
日
稼
人
な

ど
に
、
い
さ
さ
か
の
労
力
の
余
裕
も
見
い
出
せ
た
こ

ろ
、
産
み
出
し
た
特
産
物
で
あ
ろ
う
。

註
2

当
地
方
の
文
献
中
で
は
若
狭
国
志
に

ね
ご
り

熊
川
の
葛
は
精
白
で
絶
好
、
根
来
村
(
現
小
浜

申
の
》
り

市
)
出
は
少
し
魚
い
。

と
記
し

若
狭
郡
県
志
は

熊
川
村
・
河
内
村
(
現
上
中
町
)
の
葛
粉
は
京

都
へ
多
く
売
る
。
色
は
潔
白
で
あ
る
。

と
、
簡
潔
に
書
い
て
い
る
。

稚
狭
考
で
は
や
や
詳
し
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

物

産

葛

熊

川

・

遠

敷

葛
は
熊
川
に
て
製
す
る
事
昔
よ
り
有
た
り
、
小

浜
遠
敷
に
て
製
す
る
事
は
元
文
中
(
一
七
三
六

i
一
七
四

O
)
以
来
な
り
。
何
地
に
製
し
て
も

熊
川
葛
と
呼
事
な
り
。
本
国
の
葛
の
粉
至
っ
て

剛
し
、
吉
野
名
高
し
と
い
へ
と
も
こ
れ
に
及
は

す
。
豊
年
に
は
山
谷
に
て
葛
を
掘
ら
す
、
凶
年

の
備
へ
に
貯
へ
置
ゆ
へ
に
価
尊
し
、
凶
年
は
却

て
価
賎
し
、
穀
に
か
へ
て
食
す
る
な
り
。

一
二
つ
の
記
事
は
と
も
に
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八

世
紀
の
こ
と
で
、
時
代
と
し
て
は
新
し
い
。

近
年
、
筆
者
が
い
た
だ
い
た
資
料
中
の

桂

5「
近
藤
啓
吾
先
生
御
講
述
、
頼
山
陽
と
熊
川
葛
」

に
頼
山
陽
が
病
気
の
母
堂
へ
見
舞
の
口
問
、
熊
川
葛
に

添
え
た
書
簡
で
そ
の
孝
心
の
深
さ
と
、
熊
川
葛
称
賛

の
こ
と
ば
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
天
保
元
年
(
一
八

三
O
)
六
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
熊
川
葛
は
史
上
著

名
な
頼
山
陽
の
評
価
を
得
て
、
熊
川
の
人
た
ち
は
今

も
な
お
大
へ
ん
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

い
つ
の
頃
か
ら
か
熊
川
の
晒
く
ず
生
産
は
、
時
代

の
波
に
追
わ
れ
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い
た
。
す
で
に

十
年
も
前
に
な
る
が
、
熊
川
商
人
で
も
あ
っ
た
尾
中

安
治
郎
氏
を
中
心
に
、
葛
生
産
復
興
の
気
運
が
生
ま

れ
、
尾
中
氏
一
家
を
主
力
と
し
て
熊
川
葛
生
産
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。
上
中
町
も
こ
れ
を
町
の
特
産
品
の

名
の
も
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

詑

6

た
ま
た
ま
、
平
尾
庄
五
郎
家
文
書
の
う
ち
、

熊
)11 
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葛
関
係
文
書
を
拝
見
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
及
び
明

治
期
と
思
わ
れ
る
も
の
合
わ
せ
て
十
通
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
に
よ
り
葛
売
買
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

た

ま

な

ま

し

い

れ

o
玉
葛
(
生
葛
)
仕
入
(
買
い
入
れ
)
と
売
り
渡
し

O

晒
葛
仕
入

O
仕
入
の
際
の
手
付
金

た

ん

ぽ

O
葛
を
担
保
と
す
る
金
子
(
現
金
)
借
用

O
葛
箱
の
買
い
入
れ

O
株
仲
間
を
目
ざ
し
た
葛
商
た
ち
の
願
書

葛
関
係
文
書
は
今
の
と
こ
ろ
数
す
く
な
い
の
で
、

近
々
百
年
ば
か
り
過
去
の
こ
と
な
が
ら
、
す
べ
て
を

知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
者
の
調
査
不
十
分
は
も

ち
ろ
ん
な
が
ら
、
産
業
と
し
て
も
特
殊
農
・
林
産
物

と
し
て
細
々
と
し
た
記
録
を
散
見
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
た
ぴ
重
な
る
凶
作
、
災
害
に
貧
し
い
一

般
民
家
、
わ
が
村
の
先
祖
も
含
め
飢
を
凌
ぐ
糧
と
し

た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
晩
秋
か
ら
冬
期
に
か
け
て

の
重
労
働
の
所
産
で
あ
っ
た
晒
葛
で
あ
る
。
こ
の
平

尾
家
文
書
も
消
滅
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
葛
関
係
の
、

貴
重
な
記
録
の
一
つ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

、l
J

内

''h
「目、

熊
川
葛
売
買
文
書
に
つ
い
て

川
晒
葛
原
料
の
買
入
れ
と
売
渡
し

熊
川
葛
の
原
料
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
葛
根
を
打

ち
砕
い
て
製
し
た
第
一
次
の
粗
製
品
で
あ
る
。
こ
れ

を
玉
葛
あ
る
い
は
生
葛
と
い
う
。

こ
の
原
料
は
旧
熊
川
村
・
新
道
村
だ
け
で
は
、
と

う
て
い
生
産
し
か
ね
る
。
若
狭
は
も
ち
ろ
ん
熊
川
村

の
隣
国
近
江
の
一
部
山
村
や
、
遠
く
越
前
敦
賀
か
ら

も
仕
入
れ
て
い
た
こ
と
を
、
次
の
平
尾
家
文
書
は
物

語
っ
て
い
る
。

文

書

付

記

一
玉
葛
六
百
貫
目
也

但
拙
地
渡
し
ニ
テ

口
銭
別
ノ
約
定
ノ
寸

但
シ
壱
貫
目
弐
十
三
銭
ノ
寸

(
合
か
)

円

U
弐

拾

国

也

請

h
u

右
之
通
り
契
約
に
て
旧
二
月
十
五
日
限
り
御
渡

可
申
候
事
責
判
書
依
テ
如
斯

お

お

ひ

だ

廿

四

年

大

比

凹

二

月

七

日

上

塚

奥

右

衛

門

⑮

回

漣

儀

八

殿

玉
葛
の
売
主
は
現
敦
賀
市
大
比
因
。
廿
四
年
は
明

治
で
あ
る
。
売
渡
し
期
日
の
旧
二
月
十
五
日
は
新
暦

で
は
三
月
中
旬
で
あ
り
、
売
判
契
約
日
よ
り
約
三
十

日
を
経
過
し
て
い
る
、
玉
葛
っ
く
り
の
期
間
で
あ
ろ

う
。
玉
葛
六
百
貫
の
代
金
は
、
口
銭
別
の
約
定
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
但
し
が
き
で
、
壱
貫
に
つ
き
二
十

三
銭
の
こ
と
と
あ
り
、
そ
の
全
額
は
百
三
十
八
同
と

な
る
。
詮
文
中
の
或
拾
円
は
手
付
金
で
あ
ろ
う
。

玉
葛
買
主
の
回
漫
儀
八
は
熊
川
商
人
で
あ
る
。
文

章
日
付
の
「
た
だ
し
拙
地
渡
し
」
を
、
そ
の
通
り
と
す

る
と
大
比
田
渡
し
で
当
時
の
東
浦
村
の
一
つ
で
あ
る
。

東
浦
一
帯
は
交
通
不
便
な
土
地
で
あ
っ
た
。
現
敦
賀

市
に
属
す
る
が
、
大
比
田
は
市
の
最
北
に
近
い
。
こ

の
不
便
な
地
で
大
量
の
玉
葛
の
受
渡
し
を
な
ぜ
約
定

し
た
の
か
、
筆
者
は
そ
の
疑
問
を
次
の
よ
う
に
解
き

た
い
と
思
う
。

そ
れ
に
は
幾
つ
か
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ

に
大
比
田
辺
り
は
晒
葛
と
縁
の
深
い
地
帯
で
あ
っ
た
。

「
福
井
県
の
地
名
(
平
凡
社
)
」
敦
賀
市
に
よ
る
と
、

大
比
田
は
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
)
に
特
殊
農
産

物
と
し
て
晒
葛
七

O
貫
を
産
出
し
て
い
る
。
そ
の
南

の
横
浜
も
六

O
貫
を
、
北
隣
元
比
国
は
二

O
貫
を
晒

し
て
い
る
。

東
浦
で
こ
の
三
集
落
の
み
晒
葛
を
製
産
し
て
い
た
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ょ
う
で
あ
る
。
こ
の
文
書
付
作
製
は
明
治
廿
四
年
で

あ
る
。
右
の
明
治
十
一
年
以
前
よ
り
産
額
は
と
も
か

く
、
晒
葛
製
造
は
続
け
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
土
地
柄
を
田
遁
儀
八
は
、
ど
う
し
て

把
握
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
熊
川
は
維
新
後
も
九

里
半
街
道
と
し
て
交
通
上
重
要
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
各
地
各
種
の
情
報
を
得
や
す
い
町
並
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
も
理
由
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

更
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
近
江
商
人
の
よ
う

で
あ
き
な

に
他
国
売
、
た
え
ば
美
濃
、
尾
張
方
面
へ
出
商
い
を

し
て
い
た
こ
と
も
、
大
比
四
が
晒
葛
生
産
地
で
あ
る

こ
と
を
知
る
理
由
で
あ
っ
た
か
も
わ
か
ら
な
い
。
以

上
が
大
比
国
に
生
葛
を
求
め
た
理
由
で
な
か
ろ
う
か
。

交
通
不
便
な
大
比
回
で
玉
葛
六
百
貫

(
N
-
N
m
c
r開
)

を
買
い
求
め
、
こ
れ
を
熊
川
へ
運
び
晒
葛
に
し
よ
う

な
ど
と
、
こ
の
場
合
買
主
の
田
辺
儀
八
は
考
え
な
か

っ
た
と
思
う
。
晒
葛
は
現
地
で
生
産
し
、
こ
れ
を
消

費
地
へ
販
売
す
る
の
が
商
人
の
常
道
で
あ
ろ
う
。
そ

の
販
売
先
が
ど
こ
で
あ
っ
た
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

不
明
で
あ
る
。
熊
川
葛
商
人
の
取
引
先
、
京
都
あ
る

い
は
美
濃
尾
張
方
面
で
な
か
ろ
う
か
。

25 

亀
井

熊
川
葛
の
商
い
に
つ
い
て

場
の
角
市
庭

・
熊
川
ま
で
の
運
賃
は
売
主
十
分
の
四
負
担

.
目
方
不
足
が
あ
っ
た
場
合
は
両
者
の
弁
償

前
記
大
比
田
の
売
渡
と
は
ち
が
い
、
手
堅
い
詮
文

に
葛
商
取
引
の
進
歩
を
思
わ
せ
る
。

(
文
書
口
は
原
本
写
を
省
く
)

敦

賀

湾

つ
ぎ
も
前
記
文
書
付
と
同
じ
く
晒
葛
原
料
売
買
関
山
晒
葛
の
貫
入
と
販
売

係

で

あ

る

。

精

製

品

と

し

て

の

晒

葛

売

約

誼

・

文

書

白

は

、

お

文
書
口
「
生
葛
売
附
証
書
」
に
つ
い
て
略
記
す
る
。
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
内
容
を
約
束
し
て
い
る
。

O

明
治
三
十
八
年
三
月
十
八
日
、
証
書
作
製

O

晒
葛
五
拾
箱
売
主
は
池
河
内
小
畑
政
次
郎

生
葛
五
百
貫
責
主
は
遠
敷
郡
松
永
村
池
河
買
主
は
前
記
の
平
尾
庄
五
郎

内
(
現
小
浜
市
)
小
畑
久
蔵
ほ
か
五
人

O

約
定
は
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
)
六
月
二

買
主
は
熊
川
村
熊
川
(
現
上
中
町
)
商
人
の
日
に
結
ぼ
れ
て
い
る
。
代
金
は
二
百
三
十
二

平

尾

庄

五

郎

・

井

上

久

吉

円

五

拾

銭

で

、

約

定

の

日

に

保

鐙

金

と

し

て

約

定

の

あ

ら

ま

し

手

附

金

を

、

売

主

は

受

取

っ

て

い

る

。

-
値
段
は
売
主
の
池
河
内
で
決
め
る
。
晒
葛
は
精
製
品
で
あ
る
。
原
料
の
玉
葛
、
生
葛
と

・
現
口
問
渡
し
は
本
月
廿
八
日
よ
り
五
月
十
二
は
い
さ
さ
か
異
な
り
、

日

ま

で

に

全

部

「

晒

葛

五

拾

箱

、

但

シ

正

味

壱

箱

ニ

付

四

貫

九

百

日

・
前
金
は
武
拾
五
円
、
借
用
金
と
し
て
予
つ
(
約
一
八
・
四
均
)
」

た
。
約
定
違
反
の
よ
う
な
不
都
合
の
節
は
、
と
書
き
、
直
ち
に
商
品
と
し
て
買
主
(
葛
商
人
)
は
、

前
金
と
月
一
歩
五
厘
を
弁
償
す
る
。
大
口
の
販
売
も
で
き
る
よ
う
な
取
引
で
あ
っ
た
。

・
現
物
渡
し
は
、
滋
賀
県
高
島
郡
朽
木
村
市
買
主
の
平
尾
庄
五
郎
は
、
熊
川
葛
と
い
う
江
戸
時

。。
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代
か
ら
の
銘
柄
品
と
し
て
、
京
都
の
和
菓
子
屋
な
ど

へ
産
地
直
送
も
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
隣
区
新
道

の
藤
井
孫
七
家
よ
り
京
都
へ
直
送
し
た
葛
箱
の
、
宛

名
書
き
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
熊
川
の
葛
商

勢
馬
、
荻
野
、
北
線
家
な
ど
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

文
書
付
口
白
は
稚
狭
考
の
何
地
(
若
狭
地
域
)
に

何
処
で
製
し
て
も
、
熊
川
葛
と
い
う
言
葉
を
裏
が
き

し
て
い
る
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。
最
終
的
な
晒
し
を

清
例
な
熊
川
の
湧
き
水
に
よ
る
と
、
伝
え
聞
い
て
き

た
熊
川
人
の
筆
者
に
と
っ
て
、
い
さ
さ
か
淋
し
い
気

も
す
る
。

ま
た
、
葛
は
石
灰
岩
質
の
山
・
谷
に
属
す
る
土
壌

を
好
ん
で
自
生
す
る
、
な
ど
と
い
う
話
も
聞
い
て
き

た
が
、
葛
に
つ
い
て
詳
し
い
神
戸
大
学
農
学
部
教
授

津
川
兵
衛
博
士
は
「
か
ぜ
を
選
ば
ず
生
育
で
き
る
と

い
う
適
応
性
に
富
ん
だ
習
性
」
を
持
つ
と
申
さ
れ
る
。

認
識
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
項

ωは
左
の
文
書
に
よ
る

文
書
的責

約
鐙

晒
葛
五
拾
箱
也

但
シ
正
味
壱
箱
ニ
付
四
貫
九
百
日
入

壱
箱
大
興
寺
村
着
四
円
六
拾
五
銭
か
へ

此
メ
弐
百
世
弐
円
五
拾
銭
也

内
金
七
円
也
明
治
世
年
六
月
二
日
保
鐙
金

ト
シ
請
取

内
金
拾
六
円
(
後
筆
)
受
取
周
年
六
月
七
日

右
之
通
明
治
世
年
七
月
世
日
限
リ
物
日
間
取
揃
へ
御

渡
シ
可
申
定
約
一
一
テ
、
前
記
手
附
金
正
-
一
議
取
申
事

確
実
也
室
内
一
違
約
之
節
ハ
手
附
金
一
倍
ト
シ
速

ニ
御
償
却
可
恥
炉
問
ハ
勿
論
為
其
生
ス
ル
貴
殿
之
御

損
耗
ハ
悉
皆
私
占
負
携
一
一
可
仕
候
為
後
日
費
約

謹
書
如
件

遠
敷
郡
松
永
村

池
河
内
小
畑
政
治
郎

明
治
世
年
六
月
二
日

熊
川
村

平
尾
庄
五
郎
殿

∞
買
入
の
節
の
手
付
金

前
記
文
書
付
・
口
・
同
の
売
約
一
証
の
売
主
は
、
い

ず
れ
も
前
金
、
手
附
金
、
あ
る
い
は
保
詮
金
と
い
う

名
目
で
、
幾
ら
か
の
金
額
を
売
約
と
同
時
に
受
取
っ

て
い
る
。
商
取
引
で
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
の
な
ら

わ
し
で
あ
る
が
、
ひ
と
つ
に
は
約
定
の
保
護
金
で
あ

る
。
文
書
伺
で
は

高
一
違
約
之
節
ハ
手
附
金
一
倍
ト
シ
速
ニ
御
償

却
可
申
候
・
:
中
略
・
:
貴
殿
之
御
損
耗
ハ
悉
皆
私
占

負
捨
ニ
可
仕
候

と
い
う
き
び
し
さ
を
売
主
は
約
束
し
て
い
る
。

い
ま
ひ
と
つ
は
葛
根
を
掘
り
、
こ
れ
を
打
ち
く
だ

い
て
約
定
の
生
葛
を
作
り
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
晒
葛

と
し
て
精
製
す
る
作
業
は
、
か
な
り
長
期
間
を
要
す

る
。
そ
の
聞
の
生
活
を
支
え
る
必
要
経
費
の
一
部
で

も
あ
ろ
、
7
0

こ
の
文
書
作
製
当
時
の
、
日
常
生
活
の
必
要
な
物

口
聞
の
支
払
勘
定
は
、
盆
、
募
の
半
年
払
い
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
。
手
附
金
て
い
ど
の
金
額
で
も
役
立
っ

た
の
で
あ
ろ
、
7
0

川
川
葛
を
担
保
と
す
る
金
の
借
用

つ
ぎ
の
三
枚
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
お
も
む
き
の

借
用
設
で
あ
る
(
文
書
伺
・
帥
は
次
頁
下
段
よ
り
)

仰
文
書
内
借
用
申
銀
子
之
事

か
え
い

嘉
永
・
七
(
一
八
五
四
)
一
一
了
二
二

文
書
伺
先
借
申
く
ず
之
事

あ
ん
せ
い

安
政
・
六
二
八
五
九
二
二
・
口

文
書

ω金
借
讃
明
治
三
五
二
九
O
二
)
五
・
一
五

(ロ)やす
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ま
づ

註
日

川
刊
文
章
日
付
は
銀
子
(
米
札
百
目
)
を
翌
年
春
ま
で
、

生
葛
製
産
の
必
要
費
用
と
し
て
借
用
し
た
い
。
返
済

は
卯
年
(
嘉
永
七
・
改
元
、
安
政
二
年
)
三
月
廿
日

切
、
現
物
の
生
葛
を
以
っ
て
充
て
た
い
。

北
方
(
現
三
方
郡
)
国
井
野
村
(
現
三
方
町
田
井
)

の
市
三
郎
以
下
六
名
の
借
主
と
、
請
人
助
右
衛
門
署

名
の
借
用
護
で
あ
る
。
来
春
三
月
に
出
来
上
る
生
葛

を
担
保
と
し
た
金
の
さ
き
借
で
あ
る
。
手
附
金
で
は

な
し米

札
百
目
は
凡
そ
米
二
石

(
C

・
5
E
)
で
あ
る
が

生
葛
の
貫
目
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
元
金
に
相
当
す

る
銀
子
(
米
札
百
日
)
は
生
葛
何
貫
な
の
か
、
現
物

で
返
済
す
る
と
な
れ
ば
、
時
の
相
場
な
の
か
、
改
め

て
表
記
す
る
要
も
な
い
の
か
、
借
用
鐙
と
し
て
は
不

完
全
で
あ
る
。
互
に
当
事
者
は
信
頼
す
る
間
柄
な
の

で
、
事
足
り
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
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二
枚
目
の

伸
文
書
同
も
銀
子
借
用
詮
で
あ
る
。
葛
を
担
保
と

す
る
銀
子
百
六
拾
匁
の
借
用
書
で
あ
る
が
、
葛
を
担

保
と
す
る
よ
う
な
語
句
は
「
先
借
申
く
づ
之
事
」
以

外
に
ふ
れ
て
な
い
。
晒
葛
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

亀
井

熊
川
葛
の
商
い
に
つ
い
て

安
政
六
年
十
二
月
某
日
に
先
借
し
、
翌
万
延
元
年
随
意
に
売
却
も
可
、
そ
の
節
、
一
万
利
金
及
売

(
一
八
六

O
)
八
十
八
夜
ま
で
に
、
借
用
銀
百
六
十
匁
却
の
諸
雑
費
な
ど
で
、
損
失
を
生
じ
た
時
は
、

を
返
済
す
る
と
あ
る
。
葛
根
掘
り
か
ら
晒
葛
精
製
の
借
主
が
全
部
補
て
ん
す
る
。

の

と

の

ぎ

り

ぎ

り

の

期

間

と

想

像

さ

れ

る

。

金

子

借

主

は

能

登

野

(

一

二

方

町

)

の

井

上

政

右

衛

因
み
に
銀
百
六
拾
匁
は
何
ほ
ど
の
も
の
な
の
か
、
門
、
貸
主
は
京
都
市
の
西
村
喜
三
郎
で
あ
る
。
こ
の

京
都
小
売
米
価
、
万
延
元
年
春
の
相
場
で
換
算
す
金
借
証
が
平
尾
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ

る
と
、
米
一
石
は
一
四
六
・
五
匁
で
あ
っ
た
か
ら
、
ろ
う
か
。
す
で
九
十
年
以
前
の
こ
と
な
の
で
、
平
尾

銀
百
六
十
匁
は
、
米
約
一
石
九
升
分
の
値
段
と
な
家
現
当
主
も
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
西
村
、
平
尾
両

る

。

屈

の

商

取

引

に

利

用

さ

れ

た

と

推

察

で

き

る

。

こ

れ

(
角
川
・
日
本
歴
史
辞
典
付
録
・
近
世
米
価
表
に
よ
も
葛
を
担
保
と
す
る
商
い
の
一
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

る

。

)

例

え

ば

、

何

か

の

理

由

で

担

保

品

晒

葛

全

部

を

、

川w
・
ω刊
の
設
文
は
と
も
に
、
大
ま
か
で
相
手
を
信
じ
平
尾
家
が
西
村
家
よ
り
百
二
十
円
で
買
い
と
っ
た
。

て
い
る
よ
う
な
、
人
間
的
な
温
か
き
を
思
わ
せ
る
。
そ
の
節
、
「
金
借
護
」
も
同
時
に
受
理
し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
(
文
書
川
は
原
文
略
)

三
枚
目
の

付
文
書

ωは
明
治
も
後
期
に
入
り
、
詮
書
面
の
内

容
、
記
述
と
も
明
確
、
ち
密
で
、
近
代
的
な
香
り
を
感

じ
さ
せ
る
。
金
借
設
の
要
点
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

O
借
用
金
壱
百
武
拾
圏
利
子
は
月
壱
歩
五
厘

O
担
保
品
「
正
文
印
晒
葛
参
拾
或
箱
差
入

一
箱
正
味
四
貫
八
百
目
入

O
返
済
期
日
明
治
三
十
五
年
七
月
二
十
五
日
切

O
担
保
の
晒
葛
処
分

文
書

借杭)
用
申
告艮
子

ま:口実ミ之
助口 際支 主
右之
衛事
門

殿

米
札
百
日

右
之
銀
子
来
春
生
葛
手
賞
ニ
借
用
申
候
実
正
一
一
御

座
候
則
チ
御
返
済
之
義
右
代
呂
物
出
来
次
第
一
一
指
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若
越
郷
土
研
究

送
リ
来
ル
O
J
一
月
廿
日
切
ニ
右
書
入
候
代
呂
物
一
一

而
御
返
済
可
仕
候
其
時
ニ
至
リ
一
言
之
子
細
申
間

敷
為
其
手
形
人
別
依
而
如
件

嘉

永

七

年

借

主

寅

十

二

月

廿

二

日

向 三
十
九
巻
二
号
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青島
)11 米

屋
庄
兵
衛
様

文
書

先(七)
イ蔵官
申

ーコ
之
事

同

同問問同同同北

助村口村宗村権村三村玉村市古

左二二太九豊三t
円郎良夫郎編郎村

同同請同
人

但
シ
未
十
二
月
ニ
受
取

一
合
百
六
拾
匁
也

右
主
憶
ニ
受
取
申
所
実
正
明
白
ニ
御
座
候
此
銀

子
返
済
之
儀
主
申
三
月
八
十
八
夜
切
一
一
無
相
違

御
渡
申
候
若
シ
本
人
不
埠
致
候
節
ニ

Z

請
人

方
よ
り
急
度
御
渡
申
候
為
後
日
之
依
而
如
件

安
政
六
己
未
年
十
二
月
日

能
登
野
村借

主

治
右
衛
門
⑮

請
人

⑮ 

箱
ぶ
た
に
は
、
「
晒
葛
正
味
参
拾
斤
入
」
と
墨
書
さ
れ

て
い
る
。
一
斤
は
別
匁
、
加
斤
は
四
貫
八
百
匁
で
あ

マ。

事
苫
ム
口
諌
山
?

j
、ィ

I

熊
)11 
町

米
屋
庄
兵
衛
殿

一年
、(葛

葛一箱
箱七に
壱四つ

0 い
但)て

弐二の
斗月き
四御語ら
升用に
入日古

記い
て指の記
捺物書録

ミ塁胃 lそ
申兵ド
候衛 フじ

方文
に五

同
葛
箱
受
注
と
葛
箱
に
つ
い
て

文
書
同
葛
函
責
渡
証
は
、
明
治
十
三
年
(
一
八
八

O
)
二

月

十

日

作

製

の

証

文

で

あ

る

。

代

銀

弐

匁

新
道
村
(
現
上
中
町
新
道
)
の
市
の
瀬
は
、
熊
川
と
あ
る
。
こ
の
箱
も
容
量
か
ら
推
し
て
、
前
記
の
も

村
に
隣
り
す
る
九
里
半
街
道
の
道
端
に
あ
っ
て
、
熊
の
と
大
体
同
様
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
現
存
の
も
の
は

川
村
と
同
じ
く
若
狭
領
主
浅
野
氏
治
世
こ
ろ
よ
り
の
鈎
が
け
の
丁
ね
い
な
仕
上
げ
で
あ
り
、
半
壊
し
た
井

古
い
集
落
で
あ
っ
た
。
そ
の
市
の
瀬
の
宮
田
善
助
が
、
上
家
の
葛
箱
に
は
、
湿
気
防
止
の
た
め
か
内
側
は
白

平
尾
庄
五
郎
か
ら
葛
箱
大
小
百
箇
の
注
文
を
受
け
た
。
紙
の
目
張
で
あ
る
。

小
さ
な
村
の
指
物
大
工
で
あ
ろ
う
。
職
人
は
主
人
き
て
、
大
箱
加
、
半
箱
却
に
納
め
る
葛
の
重
量
は
、

と
家
族
、
徒
弟
の
一
人
も
い
た
か
ど
う
か
の
庖
で
あ
文
書
白
か
ら
推
定
し
て
九
そ
四
百
四
十
貫
約

0
・
2
0

っ
た
と
す
れ
ば
、
大
量
の
注
文
で
あ
る
。
そ
の
た
め
瓦
)
く
ら
い
で
な
か
ろ
う
か
。
新
狭
遠
敷
郡
誌
に
は
、

か
、
一
か
月
半
に
大
小
合
わ
せ
て
五
十
箱
ず
つ
の
、
小
浜
産
物
類
の
一
つ
と
し
て
(
稚
狭
考
よ
り
の
引
用
)

納

入

で

約

定

し

て

い

る

。

晒

葛

凡

三

百

箱

京

、

大

阪

並

に

越

後

地

江

箱

の

寸

法

は

不

明

で

あ

る

が

、

現

に

残

る

新

道

の

売

捌

藤
井
孫
七
家
の
葛
箱
は
、
こ
こ
で
い
う
大
箱
で
あ
ろ
と
あ
る
。
平
尾
家
一
軒
で
同
時
に
百
箱
の
葛
を
取
扱

う

。

っ

た

と

す

れ

ば

、

熊

川

・

新

道

両

村

の

葛

商

全

体

で

は
、
か
な
り
多
量
の
数
字
と
な
る
だ
ろ
う
。
今
の
と

こ
ろ
資
料
が
見
つ
か
ら
ず
残
念
で
あ
る
。

さた
0.9て
cm 44 
r一、 cm
す・
法よ
はこ
内 24
法 cm

キオた
質か
松さ

22.5 
cm 

板
グ〉

厚
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文
書
同葛

函
責
渡
証

一

、

大

函

八

拾

半

函

武

拾

都
合
百
函
也

大
箱
壱
ツ
ニ
附
代
拾
壱
銭
之
定
メ

半
箱
壱
ツ
ニ
附
代
八
銭
之
定
メ

百
函
代
金
拾
園

O
四
銭
也

内
手
附

辰
二
月
十
日

五
園

正
ニ
請
取

残
金
之
義
主
代
呂
物
惣
着
次
第
御
遣
し
可
被
下
候

御
約
定
ニ
候
也
但
し
大
函
半
箱
合
五
拾
函
者
三

月
十
五
日
迄
一
一
御
渡
ス
約
定
残
リ
五
拾
箱
者
四

月
晦
日
限
リ
ニ
御
渡
し
可
申
約
定
候
也

明
治
十
三
年
第
二
月
十
日

市
之
瀬

富
田
善
助
⑮

熊
川
村

平
尾
荘
五
郎
様
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川
町
葛
商
た
ち
の
株
仲
間
許
可
願
書

文
書
川
町
「
乍
恐
奉
願
上
候
口
上
之
覚
」
は
、
弘
化

五
年
申
(
一
八
四
八
)
二
月
、
葛
商
仲
間
連
名
の
願

亀
井

熊
川
葛
の
商
い
に
つ
い
て

室
田
で
あ
っ
て
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る

0

0
、
葛
商
仲
間
上
中
郡
竹
長
村
(
現
小
浜
市
ご
名

同
郡
熊
川
村
三
名
、
新
道
村
五

名
・
麻
生
野
村
一
名
(
現

上
中
村
)
計
十
名

。
、
願
書
の
あ
て
先
は
小
浜
藩
役
人
の
三
名
、
そ
の

う
ち
、
香
川
六
郎
左
衛
門
は
嘉
永
五
年
二
八
五

一
一
一
)
小
浜
藩
家
臣
分
限
帳
で
は
八
十
石
一
一
院
国
力

二
人
内
十
石
足
岡
田
助
左
衛
門
は
、
同
分
限

帳
に
十
三
人
扶
持
(
小
浜
市
史
、
藩
政
史
料
編
二
)

〉
工
め
ヲ
匂
。

こ
の
三
名
は
、
お
そ
ら
く
郷
方
役
人
で
あ
る
、

郡
奉
行
や
郡
代
官
で
あ
ろ
、
7
0

0
願
書
の
要
旨

若
狭
の
晒
葛
は
他
国
に
も
名
高
い
。
近
年
、
新

規
に
葛
を
晒
す
者
も
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
品

質
が
わ
る
く
晒
葛
の
相
場
が
下
直
(
安
値
)
と
な

っ
た
。
近
ご
ろ
注
文
が
減
少
し
て
き
た
の
は
、
そ

の
た
め
で
あ
る
。

こ
の
た
び
、
三
方
郡
(
現
三
方
町
)
、
上
中
郡
(
現

上
中
町
)
、
下
中
郡
(
現
小
浜
市
・
名
田
庄
村
)

の
私
た
ち
が
協
議
の
上
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
お
願

申
上
げ
た
い
。

新
規
の
者
の
晒
葛
製
造
を
差
し
と
め
る
か
、

あ
る
い
は
、
こ
の
願
書
を
差
し
あ
げ
る
私
ど
も

の
他
は
、
晒
葛
の
他
国
売
を
禁
じ
る
か
、
の
い

ず
れ
か
に
お
決
め
願
い
た
い
。

き
る
代
り
他
国
売
の
高
価
分
利
益
を
も
っ
て
、

御
運
上
を
差
し
あ
げ
た
い
。

こ
の
願
書
が
株
仲
間
と
し
て
、
藩
の
公
認
を
得
た

よ
、
つ
で
は
な
い
。

遠
敷
郡
誌
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
要
点

の
み
書
き
抜
く
。

小
物
成
(
雑
税
)
の
一
つ
と
し
て
、
営
業
に
対
し
一

定
の
歩
率
で
賦
課
し
た
、
い
く
つ
か
の
企
業
が
あ
る
。

し
か
し
、
小
浜
藩
公
認
の
株
仲
間
と
し
て
、
は
っ
き
り

名
を
挙
げ
て
い
る
一
つ
は
格
子
屋
仲
間
で
あ
る
。

葛
商
仲
間
願
書
よ
り
十
五
年
後
の
文
久
三
年
(
一

八
六
三
)
の
許
可
で
あ
る
。
小
浜
の
志
水
源
兵
衛
外

十
名
と
、
名
田
庄
方
面
の
数
名
の
株
仲
間
で
あ
っ
た

と
い
う
。
た
だ
し
、
天
保
改
革
よ
り
二
十
数
年
後
の

こ
と
で
、
江
戸
幕
府
や
諸
藩
の
経
済
政
策
で
あ
っ
た

株
仲
間
禁
止
も
、
緩
和
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
葛
商
仲
間
願
書
の
弘
化
五
年
(
一
八
四

八
)
は
、
天
保
の
改
革
(
一
八
四
二
後
数
年
を
経

て
お
り
、
株
仲
間
禁
止
は
力
弱
い
も
の
に
な
っ
て
い
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た
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
を
理
由
に
小
浜
藩
で
は

葛
仲
間
願
書
を
却
下
し
た
か
、
あ
る
い
は
葛
商
仲
間

の
実
力
・
業
績
が
、
公
認
を
得
る
ま
で
に
至
っ
て
い

な
か
っ
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

と
に
か
く
郡
誌
に
か
き
あ
げ
て
い
る
、
ニ
疋
の
歩

率
で
小
物
成
を
か
け
ら
れ
た
、
多
く
の
中
小
企
業
の

ひ
と
つ
に
入
っ
て
い
な
い
。

文
書
帥

乍
恐
奉
願
上
候
口
上
之
覚

一
若
州
晒
葛
之
儀
ハ
他
国
ニ
而
名
古
向
キ
御
産
物
一
一
御

座
候
慮
近
年
新
規
一
一
少
々
宛
晒
見
候
者
多
ク
出

来
他
国
江
積
出
し
代
呂
物
悪
敷
候
故
若
狭
葛

相
場
と
ハ
下
直
一
一
仕
切
極
上
制
一
一
致
候
代
呂
物

茂
夫
ニ
鵬
し
下
直
-
一
相
成
候
故
引
合
兼
候
一
一
付

無
援
極
上
制
ニ
致
し
来
リ
候
者
も
下
制
一
一
仕
入

積
送
候
事
故
自
然
御
産
物
之
銘
茂
悪
敷
相
成

前
々
占
晒
来
リ
候
者
他
国
占
之
仕
切
銀
追
々

減
少
一
一
相
成
候
故
此
度
三
方
郡
上
中
郡
下
中
郡

前
H

占
晒
来
リ
候
者
相
談
仕
御
願
申
上
候
何
卒

此
度
願
人
之
外
晒
葛
御
指
留
メ
被
為
下
候
欽
御

願
申
上
候
人
数
之
外
占
他
国
出
し
不
相
成
抜
一
一

被
仰
付
被
為
下
度
奉
願
上
候
左
候
得

E
他
国
賓

付
直
開
キ
を
以
亨
御
運
上
指
上
申
度
候
間
何

卒
右
二
ヶ
所
之
内
壱
ヶ
所
願
之
通
被
仰
付
被
為

下
候
ハ
ハ
難
有
仕
合
一
一
奉
存
候

以
上

弘
化
五
年

申
二
月

久
野
金
太
夫
様

香
川
六
郎
左
衛
門
様

黒
田
助
左
衛
門
様

上
中

堅同1! 11 同新同向熊郡

安野庄善タH九孫道安源庄川 竹
右左 右茂長

兵九衛衛郎 兵衛五兵村
衛郎門門助七衛門郎衛

以
上
、
平
尾
家
文
書
を
中
心
に
江
戸
時
代
末
期
よ

り
明
治
後
期
に
か
け
て
、
旧
熊
川
村
で
主
と
し
て
行

わ
れ
て
い
た
、
葛
商
に
つ
い
て
の
浅
く
拙
い
考
察
で

あ
る
。
ご
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

本
稿
へ
資
料
を
提
供
く
だ
さ
っ
た
平
尾
家
当
主
宇

三
郎
氏
、
指
導
助
言
と
高
令
の
筆
者
を
励
ま
し
い

た
だ
い
た
上
中
町
教
育
委
員
会
事
務
局
の
永
江
寿

夫
氏
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ー

註

註
1

熊
川
宿
の
商
人
は
毎
年
正
月
、
熊
川
町
奉
行
が
営
業
許

可
の
判
を
捺
印
し
た
帳
面
を
所
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
物
が
遺
っ
て
い
な
い
の
で
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と

は
わ
か
ら
な
い
が
、
課
税
の
資
料
に
し
た
の
だ
ろ
う
。

註
2

小
浜
藩
儒
者
稲
庭
善
之
進
正
義
の
著
、
寛
延
二
年
五
月

二
七
四
九
)

註
3

小
浜
藩
医
牧
田
近
俊
に
よ
り
延
宝
年
間
二
六
七
三

j

一
六
八

O
)
の
著
、
十
巻

註
4

小
浜
の
町
民
学
者
津
回
一
助
に
よ
り
明
和
四
年
(
一
七

六
七
)
の
著
、
十
巻

註

5
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
の
永
江
秀
雄
氏
よ
り
い
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た
だ
い
た
複
写
資
料
に
よ
る
。
そ
の
書
簡
中
に

(
く
ず
)

「
・
:
熊
川
は
吉
野
よ
り
よ
ほ
ど
上
品
に
て
、
調
理
の
功

有
之
候

0

・
:
」
と
あ
る
。

註
6

平
尾
家
庄
五
郎
(
家
号
)
家
は
小
浜
市
加
茂
で
食
料

品
、
料
理
仕
出
業
を
営
む
。
戦
前
ま
で
熊
川
に
居
住
さ
れ

て
い
た
。
約
五
十
通
の
古
文
書
を
保
存
さ
れ
て
お
り
、
享

保
十
四
年
(
一
七
一
一
九
)
の
文
書
を
最
古
と
し
て
い
る
。

註

7

よ
ろ
ず

平
尾
家
の
蔦
控
書
(
仮
称
)
に
、
旅
行
御
届
が
あ
る
。

寸
私
シ
儀
、
商
法
(
商
い
)
ニ
就
美
の
園
江
往
返
日
数
世

日
之
間
罷
越
候
明
八
日
発
足
仕
候
:
じ
を
明
治
九
年
五

月
七
日
に
、
平
尾
庄
五
郎
よ
り
正
副
戸
長
衆
中
へ
提
出
し

た
控
書
が
あ
る
。

ま
た
、
明
治
六
年
一
月
、
商
用
の
為
尾
張
か
ら
三
十
日

ぶ
り
に
、
帰
足
の
届
出
を
平
尾
庄
五
郎
名
で
届
出
た
知
書

も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

註
8

筆
者
の
友
人
故
北
条
捨
治
郎
君
の
懐
旧
談
中
に
「
熊
川

の
生
家
も
葛
商
で
あ
っ
た
。
京
都
黒
門
通
の
和
菓
子
屋

塩
芳
軒
へ
生
家
か
ら
、
ま
た
、
烏
丸
通
り
の
美
濃
某
へ
は

熊
川
の
他
の
葛
商
か
ら
、
晒
葛
を
送
っ
て
い
た
こ
と
を
記

憶
し
て
い
る
。
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

亀
井

熊
川
葛
の
商
い
に
つ
い
て

最
近
当
町
教
委
の
永
江
寿
夫
氏
は
、
塩
芳
軒
、
美
濃
某

が
確
か
に
筆
者
の
友
人
の
記
憶
の
と
お
り
か
つ
て
は
若

狭
の
葛
を
入
手
し
て
、
古
く
か
ら
菓
子
商
を
営
ま
れ
て
き

た
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
。

註

9
京
都
市
高
倉
錦
市
場

註

m
「
食
品
工
業
三
Z
H
Z
O
H
N
別
刷
、

点

葛

粉

L

の
|
出
|

註
日

(
小
浜
帯
)

寛
政
十
一
年
二
七
九
九
)
一
一
月
、
領
内
に
限
り
米
四

斗
銀
或
拾
日
・
壱
斗
銀
拾
目
・
武
升
・
壱
升
の
四
段
と
し

た
免
換
の
米
手
形
で
あ
る
。
実
態
に
つ
い
て
は
細
か
い
規

定
を
公
布
し
て
い
る
が
、
米
相
場
と
連
動
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
売
買
の
時
は
時
価
に
よ
っ
た
。

十土

η
L

県
指
定
熊
川
区
有
文
書
の
御
用
日
記
は
、
熊
川
宿
町
役

人
で
あ
っ
た
問
屋
(
月
番
)
が
、
藩
下
達
、
町
民
の
願
書

控
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
書
き
と
め
。
一
万
禄
十
五
年
l
慶

応
四
年
ま
で
断
続
し
つ
つ
三
十
一
冊
あ
り
、
上
り
荷
・
馬

借
・
背
持
人
の
こ
と
等
、
九
里
半
街
道
の
状
況
を
知
る
有

力
な
資
料
で
あ
る
。

主刊
U

国

二
橋
清
五
郎
殿

澱
粉
食
品
工
業
の
原

前
掲
註

7
の
蔦
控
室
田
に

製

造

物

御

届

書

(

・

印

は

筆

者

)

一
、
機
燭
五
百
貫
也
一
、
晒
葛
四
百
五
拾
メ
匁

右
者
明
治
十
三
歳
製
造
仕
候
也

日
川
耐
日

第
一
月
十
二
日
熊
川
八
拾
三
番
地

御

役

場

平

尾

正

五

郎

御
衆
中

と
あ
り
、
凡
そ
筆
者
の
推
定
に
近
い
量
で
あ
る
。
ま
た
、

同
書
の
十
三
歳
(
明
治
)
分
輸
出
(
美
濃
)
と
し
て

葛
九
拾
幽
同
国
壱
幽
五
メ
匁
入
(
箱
の
大
き
き
ワ
)

此
(
刷
)
方
四
百
五
拾
メ
知
壱
個
四
円

代
三
百
六
拾
円

一
連
の
関
係
は
明
白
で
あ
る
。

と
記
録
さ
れ
て
い
て
、

主
H

大
正
十
一
年
遠
敷
郡
教
育
会
編
の
復
刻
、
昭
和
四

十
七
年
九
月
、
名
著
出
版
社
に
よ
り
刊
行
。

十
士
巳
d

-
p
t
i
 

主
と
し
て
名
田
庄
村
方
面
に
あ
っ
た
製
紙
の
原
料

こ
う
ぞ

の
猪
を
扱
っ
た
。
五
貫
目
一
束
に
付
、
銀
五
厘
の
運

上
を
納
め
た
。
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